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文京学院大学 
ぶんきょうがくいんだいがく

                              
 

１ 講座名・定員など 
（１）授業科目 

NO 科 目 名 担当者名 
実施

時期 
曜日 時限 授業時間 定員 

1 世界のこどもたち オムニバス 

前期 未定 

1 限  9:10～10:40 

2 限 10:50～12:20 

3 限 13:10～14:40 

4 限 14:50～16:20 

5 限 16:30～18:00 

若干名 

2 社会福祉入門 高橋明美 若干名 

3 貧困に対する支援 中島修 若干名 

4 知覚・認知心理学Ⅱ 小林剛史 若干名 

5 比較文化論 貫井万里 若干名 

6 ヒューマンバイオロジー（理学） 矢部 航 他 若干名 

7 ヒューマンバイオロジー（作業） 野部裕美他 若干名 

8 高齢期作業療法評価学 大橋幸子 若干名 

＊授業の曜日・時限などは未定です。確定次第、県 HP（共通事項３募集案内）でお知らせ 

します。 

＊各科目とも授業は 15 回の予定です。 

＊授業は 4月 11 日（金）から開始します。 

＊学期末試験を受験していただく必要はありません。 

＊成績評価はいたしません。 

＊NO.1～5 は「人間学部」の科目、NO.6～8 は「保健医療技術学部」の科目です。 

 

（２）場所 

 
文京学院大学ふじみ野キャンパス 

 〒356－8533 埼玉県ふじみ野市亀久保 1196 

 電話（049）-266-0253 （人間教務グループ） 

 

アクセス方法 

   ●東武東上線ふじみ野駅西口より 

スクールバスで 7分（無料） 

●東武バス「ふじみ野駅」発 大井循環 

〈文京学院大学経由〉「文京学院大学前」       

下車、９分（有料）   
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２ 受講料等 
（１） 受講料 １科目（半期）につき 10,000 円  

（初講日に現金にて徴収）。 

（２）その他 教科書等の教材は自己負担によりご用意いただきます。 

 

３ 受講の申込み 

（１）申込期限 令和 7年 2月 28 日（金）（消印有効） 

 

（２）申込先 

    〒356-8533 埼玉県ふじみ野市亀久保 1196 

     文京学院大学 教務グループ  

 電 話 049－266－0253     

     e-mail: f-hum-kyoumu@m.bgu.ac.jp   

 

（３）申込方法 

   e-mail にて以下の事項をもれなく記入の上、お申し込みください。e-mail の送受信 

をする環境にない場合には、ハガキにて送付ください。 

    （１）郵便番号、住所 

    （２）氏名
ふりがな

 

    （３）年齢（令和 7年 4月 1日現在）、性別 

    （４）電話番号 

    （５）受講希望科目 

 

（４）選抜方法 

   定員を超える申込みがあった場合は、抽選により受講者を決定します。 

 

（５）その他 

   申し込み後に、都合により受講できなくなった場合は早めにご連絡ください。受講 

ができなくなった場合、受講料等はいただきません。ただし、一旦納入された受講 

料につきましては返金することはできませんので、あらかじめご了承ください。 

 

４ 各授業科目の概要及び担当教員 

世界のこどもたち 

（オムニバス） 

こどもの視点を通して世界で起こっている多様な出来事や現実についての

知識や理解を深めることを目的としている。また、こどもを一人の人権をも

った個人ととらえて、様々な専門領域の教員が毎回「世界のこども」という

レンズを通して講義をすることで、多角的にこどもを理解する力を身につけ

るとともに、こどもの周りにいる大人の役割の重要さと支援の必要性につい

て考える力を養う。 

社会福祉入門 

（高橋明美） 

人は誰でも幸せに生きたいと願っているが、人が社会生活を送る中で、その

幸せを阻害する何らかの「生きづらさ」が発生することがある。本授業では

「生きづらさ」の具体的な内容とそれに対処するための社会福祉制度や社会

専門職の全体像をつかむことを目的とする。 

mailto:f-hum-kyoumu@m.bgu.ac.jp
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貧困に対する支援 

（中島修） 

貧困や公的扶助の概念を学習し、貧困状態にある人の生活実態とこれを取り

巻く社会環境について事例を通して理解する。また、貧困の歴史と貧困観の

変遷を学ぶことで貧困問題を社会的に支援することとなった背景を理解し、

その貧困に係る法制度と支援の仕組みについて各種制度の学習を通して理

解する。そして、事例を通して貧困による生活課題を踏まえ、具体的な支援

のあり方を学習する。 

知覚・認知心理学Ⅱ 

（小林剛史） 

本講義では、新旧の興味深い研究の知見を紹介するばかりではなく、その背

景にある研究の手法や、その研究から得られる、人間に対する深遠な洞察能

力を養うことを目的とする。すなわち、ヒトの脳および認知の機能の知識を

表面的に身につけるのではなく、その機能を理解したうえでヒトという種に

真に重要な機能についての教養を身につけることを目指す。近年の情報化社

会により、人は大量の刺激に常に曝されており、そのような刺激環境に起因

すると考えられる精神障害や適応不全も散見される。これほど多くの情報が

氾濫する時代において、ヒトの脳および認知の機能の発達はどの方向に進ん

でいくのか。本講では、脳科学と認知の重要な知見についてさまざまな視聴

覚教材を用いて学習することで、不確実性の社会において人間が進むべき方

向性に対するより深い洞察能力を醸成する。 

比較文化論 

（貫井万里） 

「比較文化論」は方法論としては対比研究と文化交流研究を用い、文化の多

様性、文化の受容性、文化の発展などを考察・分析し、人類にとって文化と

はどのように発展し、どのように展開しているのか鳥瞰するのを目的として

いる。世界には多くの文化があり、それらの文化は相互に影響し、競合し、

感化し合ってきた。グローバル化が顕著になった 21 世紀はますますその傾

向を深めていくと思われる。この講義では、キリスト教に続き、第 2 位の信

徒数を持つイスラームの宗教・社会・文化・歴史を軸に学ぶ。その中で、イ

スラームと他宗教（ユダヤ教、キリスト教、ゾロアスター教）の相違点や類

似点、近代以降の西欧文明との遭遇・交流を通して、イスラーム社会がどの

ように変容してきたのかを考える。 

ヒューマンバイオロジー 

（矢部航 他） 
※「理学療法学科」にて開講 

生物の基礎を学び、大学における生物系の科目を理解するための土台となる

知識を身につける。生物界のシステムと生体機能のメカニズムを学ぶことに

より、生物現象の本質を理解する。さらに、医学関連分野に応用できる基礎

知識および考える力を身につける。 

ヒューマンバイオロジー 

（野部裕美 他） 
※「作業療法学科」にて開講 

生命科学の基礎を学び、基礎専門科目である生理学を理解するための土台と

なる知識を身につける。細胞や組織、遺伝や発生、エネルギー代謝を学ぶこ

とで、生物現象の本質を理解する。医学関連分野に応用できる知識および考

える力を身につける。 

高齢期作業療法評価学 

（大橋幸子） 

【授業目的】 

1. 高齢期障害の特徴と、高齢期作業療法に必要な検査・評価・情報収集に

ついて理解する。 

2. 高齢者の知的機能および認知症の検査・評価について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


